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新型コロナウイルス感染拡大防止のご協力に感謝いたします。 
 

校 長  澤 田 匡 史   
 
 ６月１日(月)の学校再開から，１～４年生が６０日間，５・６年生が６２日間の授業日を終え，夏休みを迎えます。
１学期は，新型コロナウイルス感染拡大防止のための神居東小学校における｢新しい生活様式｣の定着を図りました。
様々な制約がある中で，子どもたちや教職員がそれぞれに工夫し，新しいスタイルに馴染んでいく姿を見て，とても頼
もしく感じております。保護者や地域の皆様には，多大なるご理解とご協力をいただいたことに，この場を借りて心よ
り感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 
 今後，学校における感染拡大のリスクがなくなるものではありませんが，２学期以降も引き続き万全の感染症対策を
講じ，子どもたちが安心して学校生活を送れるよう，教育活動の充実を図ります。引き続き，ご理解とご協力をお願い
いたします。 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 
 

 さて，今年度より，小学校では｢新学習指導要領｣に基づいた教育活動を推進しています。そこで今号では，｢新学習指
導要領｣の主旨等と本校の教育活動について関連させながら，概要について説明します。 
※｢学習指導要領｣とは，全国のどの地域で教育を受けても，一定の水準の教育を受けられるようにするために，文

部科学省が定めた各学校で教育課程を編成する際の基準です。 
 
 子どもたちが成人して社会で活躍する頃には，生産年齢人口の減少，絶え間ない技術革新等により，社会や職業の在
り方そのものも大きく変化する可能性があります。子どもたちが生きる未来について，次のように提言している方もい
ます。 
 ○子どもたちの６５％は，大学卒業後，今は存在していない職業に就く。 

         ＜キャシー･デビッドソン氏（ニューヨーク市立大学大学院センター教授)＞ 
 ○今後１０～２０年程度で，約４７％の仕事が自動化される可能性が高い。 

              ＜マイケル・Ａ・オズボーン氏（オックスフォード大学准教授)＞ 
 未来を生きる子どもたちには，超情報化社会を乗り越え，高い志や意欲をもつ自立した人間として，他者と協働しな
がら，未来を切り開いていく力が必要です。 
 
 上記の社会的背景から，｢新学習指導要領｣には，｢学校で学んだことが，子どもたちの『生きる力』となって，明日に，
そして，その先の人生につながってほしい｡｣｢これからの社会が，どんなに変化して予測困難な時代になっても，自ら課
題を見付け，自ら学び，自ら考え，判断して行動し，それぞれに思い描く幸せを実現してほしい｡｣という願いが込めら
れています。 
 
 そのため学校では，子どもたちに，蓄積された知識を基盤としながら，膨大な情報から何が重要かを判断し，自ら問
いを立ててその解決を目指し，他者と協働しながら新たな価値を生み出していく力を育成することを重視した教育活動
を推進しています。具体的には，｢言語能力｣や｢問題発見・解決能力｣，｢情報活用能力｣等の育成です。今号では，｢言語
能力｣と｢問題発見・解決能力｣について掲載させていただきます。 
 
 ｢言語能力｣とは，物事を的確にとらえ，自分自身の考えを論理的にまとめ，相手に応じて適切に表現し，必要な場合
には建設的に議論をして結論を得るといった，コミュニケーションにかかわる力のことです。 
＜本校では＞                                 
 授業等において，教科書や教師の説明，様々な資料等から新たな知識を得たり，事象を観察して必要な情報を取り出
したり，自分の考えをまとめたり，他者の思いを受け止めながら自分の思いを伝えたり，学級で目的を共有して協働し
たりすることを重視しています。 
 
 ｢問題発見・解決能力｣とは，学習場面において，これまでに身に付けた知識や技能などを使って，問題を認識し，情
報を収集・分析するなどして，方策を決め，解決していく力のことです。 
＜本校では＞ 
 授業等において，物事の中から問題を見いだし，解決の方向性を決定し，解決方法を探して計画を立て，結果を予測
しながら実行の実現を図ることを通じて，各教科等のそれぞれの分野における問題の発見・解決に必要な力を身に付け
ることを重視しております。 
 
 例年より短い夏休みではありますが，家庭や地域の中での生活においても，子どもたちが学んだことを社会や人生に
生かすことができるよう，様々な力を育成できればと願ってやみません。 
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８月の行事 
日 曜日 学 校 行 事 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
 

  

７月１４日（火）～１６日（木）に，今年度初めて

の参観日が行われました。教室内の密を避けるた

め，２・３・４時間のどこかの時間で参観していた

だく方法をとらせていただきました。初めて行う方

法ということもあり，どの程度の効果があるか分か

らないところもありましたが，各学級とも，ある程

度密を避けて，授業参観を行うことができたのでは

ないかと思います。 

子どもたちはというと，１年生は，初めての参観

日ということもあって，教室の周りにいる保護者の

皆様が気になってしょうがない様子でした。また，

高学年の子どもたちは，長い時間見つめられ，やや

お疲れ気味の様子でした。それは担任も同様だった

ようです。早く，いつもどおりの参観日を実施した

いところですが，今後の 

感染状況を見極めつつ， 

次回の参観日の実施方法 

を考えていきたいと思い 

ます。 

  

 １～４年生は，本日８月３日（月）を，５・６年生は８月５日(水)をもって 1 学期が終了します。新型コロ

ナウイルス感染症のため，いつもより１週間以上遅い終業式となりました。それに伴って，夏休みも短くなる

ため，子どもたちにとっては，「夏休みになってうれしくもあり，短くなった夏休みに悲しくもあり」といっ

たところでしょうか。それでも夏休みは夏休み，北海道の短い夏を大いに満喫してほしいと思います。 

その一方で，新型コロナウイルス感染症の脅威はまだまだ去ってはいません。「新しい生活様式」を守り，

感染予防を心掛けて夏休みの生活を送ってほしいと思います。2 学期の始業式に，全員の子どもの笑顔に再会

できることを楽しみにしています。 

７月１３日(月)から３１日(金)までの３週間で，今年度の水泳学習が行われま

した。いつもの年よりもずっと回数が減ったり，密を避けるため，学級ごとの

実施となったりしましたが，幸い天候に恵まれ，一回の中止もなく水泳学習が

行うことができました。また，毎年，土日祝日や夏休みにプールの監視員を務

めていただいている加藤さんには，水泳授業でも監視と水質管理，消毒を行っ

ていただきました。おかげで，子どもたちも担任も安心して水泳学習に取り組

むことができました。 

 
入院するようなけがや

病気，重大な交通事故な

ど，あってはならないこと

ですが，もし，そのような

ことがあった際は，以下に

ご連絡ください。 

 

平 日 

６２－２９３２ 

日祝日 

050-5360-7234 

閉庁日（市教委学務課） 

 ２５－９１１６ 


